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待ってたぞ！�
春の訪れとともに�

新しい遊び場がいよいよ開園します�
緑豊かな丘に楽しい工夫がいっぱい�

どんな発見が、感動が、待っているのかな�

飯田市の人口（3/1現在）■人口＝106,553人（前月比ー60）男51,124人女55,429人  ■世帯＝35,200戸（前月比－57）�

［特集］�
●平成記念かざこし子どもの森公園オープン�
●平成14年度予算�



N

この公園は、平成3年度から建設省（当時）の「平成記念子供のも
り公園事業」の指定を受け、総事業費約30億円を投入し、整備を進
めてきました。21世紀を担う子どもたちの健やかな成長を願い、
緑に親しむ活動の場を提供する施設です。�
散策、休憩、遠足などの一般的な利用はもちろんですが、体験活

動ができる施設を備えているのが特長です。陶芸、木工、調理など、
いろいろな体験活動を通して、たくさんの子どもたちが「感動と
発見」を得られることを期待しています。�

　この公園での活動や、管理の中心施設です。館の中には、「わ
いわいホール」や「ふくろう文庫」（図書室）をはじめ、会議室
や事務室があります。�
　また、回廊を中心としたすり鉢状の「風の広場」には観覧
席があり、イベントなどにご利用いただけます。�

　さまざまな体験活動に利用いただけ
る館です。屋内での遊び、集いに最適。屋
外での遊びの予定が、あいにくの雨・・・
そんなときにも多人数を収容できて、屋
内活動に切り替えることができます。�

　「自然とのふれあい」をテーマ
に自然と向き合える大型複合遊
具です。ながいすべり台や、登

りデッキなど36もの遊
びの要素を取り入
れています。�
また、小さな子
ども向けの遊具
も別に用意しま
した。�

　遠足、ハイキングに最適な芝生広場
です。市民の皆さんの憩いの場として、
また活動の場として利用できます。�

　これまで、事業推進の中でこの公園の呼び方が、複数
存在しました。市では、公募により選ばれた愛称「平成記
念かざこし子どもの森公園」を一般名称として統一し、
今後使用していきます。今後使用していきます。�

　これまで、事業推進の中でこの公園の呼び方が、複数
存在しました。市では、公募により選ばれた愛称「平成記
念かざこし子どもの森公園」を一般名称として統一し、
今後使用していきます。�

南駐車場�
普通車85台�
大型バス2台収容�
松林を登って公園へ�

今宮球場�

■問合せ　都市整備課 1（22）4511 内線2732



いよいよオープン�4月27日午前11時�
公園の位置�

淡水貝としては最大級で、魚と共生する特殊な
性質を持つドブ貝が発見されました。�
このドブ貝のほか、池にいるさまざまな生き物

を公園の大切な財産として、慎重に整備を行って
います。�

※このため、完成にはもう少し
　時間がかかります。オープン
　には間に合いません。ご了承
　ください。�

　公園内で収穫した素材を使っての料理。
木材を利用した工作。粘土細工などなど、
体験活動をはじめ、多目的に使えます。�

　大きなとちのきの「うろ」（飯
田方言で「ごうろ」といいます）
の中をくぐって入る子供の遊び
場です。� おしぼら駐車場�

普通車79台�
大型バス４台収容�

　滝流れや、築山が迎えます。築山を
登り、吊り橋を渡ると、風の広場につ
ながる園路となります。�

　ため池上の耕地を使って、農作業体
験ができます。この小屋は、休憩所・農
機具置き場として利用いただけます。�

　脱穀や製粉など、昔ながらの体験を
通して子どもたちが学ぶことのできる
体験学習施設です。�

　有料施設を利用したい方、施設の一部または全部を団体で使用したい方
は、事前に公園管理事務局に申し込みが必要です。�
有料施設：かざこしなかまの館の会議室、おいで館、食と木の工房、土の工房、�
　　　　　農体験小屋、水車小屋�
※受付は4月15日以降（利用は5月7日以降となります）�
※有料施設であっても、使用規定により料金を減免できます。�
　また、定期的に使用する場合は、登録することができます。詳しくはおた
　ずねください。�
■申込先　かざこし子どもの森公園管理事務局　1（59）8080

施設の利用申込方法�

オープニングイベント情報は次のページで�

飯田駅�

中央道
�

開園式：午前9時30分　テープカット：午前10時30分�



飯田やまびこマーチ�

●年間を通じて�
かざこし子どもの森公園で、子どもたちと共に体験活動に参

加いただけるボランティアを募集しています。�

■申込・問合せ�

　かざこし子どもの森公園　管理事務局　1（59）8080�

�

●かざこし子どもの森公園オープニングイベント�
オープニングイベントの企画や運営面からサポートしていた

だけるボランティアスタッフを募集します。みなさんの手で

イベントを作り上げてみませんか。�

・募集するイベントと日程�

　飯田やまびこマーチ　4月26～28日�

　飯田子どもまつり　　4月28日�

　おもしろ科学工房　　4月28日�

■申込・問合せ　教育委員会　スポーツ課　1（53）4545

ボランティア募集�

おしぼら駐車場と南駐車場があります。�
また、4月27日～29日は丸山小学校に臨
時駐車場を開設します。�
開設時間：午前9時～午後5時�

●運行日�
　4月27日、28日　5月5日�
●順　路�
�
�
●運行時間�
　午前9時～午後4時30分まで�
　※4月27日は午前10時始発�

動物園� 飯田駅� 丸　山�
小学校�

子どもの�
森 公 園 �

お出かけ案内�お出かけ案内�

駐車場�Ｐ�

シャトルバス�

いずれの催しも雨天決行です。�

■問合せ　都市整備課 1（22）4511 内線2732

みんな、あつまれ！�
会場：かざこしなかまの館東側広場�
　　　食と木の工房、土の工房�
時間：午前10時～午後3時�

○カンカンかじや・・・・・・・くぎでペーパーナイフができちゃうよ�
○ひとくちベーカリー・・・・・みんなでパンを作って食べよう�
○お山ＤＥパフォーマンス・・・何をするのかは、当日のお楽しみ・・・�
○木切れモザイク・・・・・・・木切れで自分だけの宝物を作っちゃおう！�
○森のたんけんラリー・・・・・冒険をしながら、みんなで公園を歩こう�
○あっちっち火おこし名人・・・原始人の道具で火をおこしてみよう�
○わらなわ　なわない？・・・・わらで何ができるかな？�
○シャボン玉とばそ・・・・・・きれいなシャボン玉をいっぱい作るよ�
○らくがきロード・・・・・・・道いっぱいに絵をかいちゃおう！�
○竹の子クラブ ・・・・・・・・竹を切って、曲げて、いろんなものを作ろう�
○けん玉しまいか・・・・・・・だれが一番じょうずかな�

■問合せ　教育委員会　生涯学習課　1（53）4545

やまびこマーチに参加して、公園へ行こう！�
●4月27日　10㎞（自然に親しむ公園めぐりコース）�

●4月28日　 7㎞（家族わくわく楽しいイベント付きコース）�

いずれも中央公園で午前8時から参加申込受付。�

午前9時にスタートします。�

○参加費　大人2,000円　�

　　　　　高校生以下無料�

○申込方法　教育委員会、市役所受付、各支所、各地区公民館にある申込書に

　記入の上、参加申し込みしてください。4月8日までに申し込みいただければ、

　大会誌に名前が掲載されます。当日の申し込み参加も歓迎！�

※詳細はおたずねください。�

■飯田やまびこマーチ実行委員会事務局�

　（教育委員会スポーツ課内）　1（21）3001

4/28

4/28

4/27 （大会誌・記念品・コース地図・記念バッヂ・ゼッケン・保険料を含）�

（コース地図・記念バッヂ・ゼッケン・保険料を含）�

主催：飯田子どもまつり�
　　　実行委員会�



オープニングイベント情報�

ゴールデンウィークのお出かけは決まり！�

開園にあわせ、ゴールデンウィーク期間中、さまざまな
イベントを開催します。みなさんでお出かけください。�

科学の不思議大実験�
会場：おいで館とその周辺�
●後藤道夫先生のサイエンスショー�
　第1回目　午前10時30分～　第2回目　午後1時～�
　1．超低温（-196℃）の世界　2．ドライアイスの不思議な性質�
　3．水素と酸素の爆鳴気　　　　4．百人おどし（静電気の実験）�
●モデルロケットをつくろう�
　第1回目　午前11時30分～　第2回目　午後1時～�
・各回とも先着30人（組）。親子参加を歓迎、小学校低学年は親子参加を原則。�
・整理券を配布します。第1回分：午前10時～　第2回分：午後0時30分～�
　場所：おいで館�
●科学体験ブース�
　午前10時～午後3時�

たくさんの緑に囲まれて・・・�
会場：おしぼら広場南側�
時間：午前10時～午後3時�
さまざまな花木の販売のほか、ミツバツツジの無料配布をします。�
また、子どもさんには花をお配りします。�
ミツバツツジ無料配布：午後1時　引換券配布　午後1時30分　苗木と交換�
■問合せ　都市整備課　1（22）4511　内線2733

自分でこいのぼりを作ってみよう�
会場：かざこしなかまの館、食と木の工房、土の工房�
時間：午前10時～正午�
参加は、個人でもチームでも家族でもＯＫ。事前に公園管理事務局へ申し込んでください。
午後コンテストを行い、入賞者を発表します。�
※材料は持参してください。（布、紙などなんでも結構）�
■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局　1（59）8080

もうひとつの森の公園・・�
会場：野底山森林公園　（駐車場は山田グラウンド、送迎バス有り）�
時間：午前9時～午後3時15分�
森のコンサートや緑化木の頒布などイベントが盛りだくさん。�
■問合せ　市役所上郷支所　1（22）2540

科学体験コーナー�
会場：おいで館�
時間：午前10時～午後３時�
連日、日替わりで「おもしろ科学体験コーナー」を開きます。�
どんな実験内容か、おたのしみに・・・�

■問合せ　教育委員会　学校教育課　1（53）4545

こいのぼりコンテスト�こいのぼりコンテスト�こいのぼりコンテスト�

5/ 3
5/ 4
5/ 5
5/ 6

4/28

4/27

4/28
4/29

5/ 5

子どもの森公園長�

巡回科学実験教室で市内小中学校でもおな
じみの、後藤道夫先生をかざこし子どもの
森公園の公園長として、お迎えしました。�



農林水産業費 17億5,690万円�
   4.9％�

消防費  12億4,254万円�
   3.5％�

平成14年度予算�平成14年度予算�

359億3000万円�

歳出�歳出�
民生費　82億7,027万円�
　　　　　　　23.0％�

公債費　 55億9,761万円�
　　　　　　　15.6％�

土木費　 47億6,943万円�
　　　　　　　13.3％�

衛生費 40億3,932万円�
   11.2％�

教育費 34億9,850万円�
   9.7％�

総務費 33億5,032万円�
   9.3％�

商工費 24億3,503万円�
   6.8％�

その他　9億7,008万円�
　　　　・労働費 　3億2,360万円�
　　　　・議会費 　3億1,873万円�
　　　　・諸支出金 　2億7,606万円�
　　　　・予備費 　 　 4,000万円�
　　　　・災害復旧費 　  1,169万円�
            　 　　　　　　2.7％�

【産業の振興】�
　産業振興は大切な課題の一つです。農・林・工・
商のバランスある発展や、地域資源を活かした産
業の育成などに取り組みます。�
・農作業省力化対策事業　　　　　　　　184万円�
・森林資源活用推進（地域材利用など）　157万円�
・ふるさとの里山再生事業　　　　　　　120万円�
・飯田産業技術大学の開催　　　　　　　500万円�
・発酵のまちづくり推進事業　　　　　　200万円�
・環境関連産業の創造支援事業　　　　　200万円�
・高度情報技術者の育成支援　　　　　　320万円�
・起業支援ネット（ＮＰＯ）の設立支援  436万円�
・中小企業振興資金の利子助成　　　　 2,722万円�

【福祉施策の推進】�
　世代を越えて安心して暮らしていくため、地域、
民間事業者、ボランティア、ＮＰＯと協働し、福祉
サービスの質の向上に取り組みます。�
・身体障害者デイサービスセンターの運営　 3,364万円�
・障害者タクシー券の充実  　　　　　　 1,561万円�
・障害者タイムケア施設の整備  　　　　　500万円�
・精神障害者グループホームの整備 　　　 250万円�
・民間の特別養護老人ホーム建設に補助　9,367万円�
・民間の宅老所に開設支援  　　　　　　 1,000万円�
・訪問理美容サービス事業  　　　　　　　120万円�
・緊急通報システムの充実  　　　　　　　557万円�
・移送サービスの充実   　　　　　　　　 331万円�
・民間の夜間保育事業へ補助  　　　　　　 78万円�
�

【安心して暮らせるまちづくり】�
　自然災害や事故などに備え、また健康づくりや
交通手段の確保など、日頃の生活における不安の
解消に取り組みます。�
・木造住宅耐震診断及び耐震改修補助 　1,260万円�
・災害対策備蓄資機材の整備  　　　　 1,500万円�
・健康いいだ２１計画策定   　　　　　　 59万円�
・地域参加型機能訓練（ボケ防止、 　  1,294万円�
　寝たきり防止）の充実　�
・高齢者クラブ健康づくりへの補助  　　 50万円�
・市民バス運行の拡充   　　　　　　  3,600万円�
・人と自然にやさしい道づくり事業 　　 500万円�

【その他の事業】�
　量よりも質、精神的な豊かさを求める要望が高
まっていることから、豊かな生活を支援する事業
に取り組みます。�
・男女共同参画の推進      　　　　　　 715万円�
・バイオマス（生物資源）推進事業　   1,001万円�
・廃食用油プラント整備事業     　　　　 500万円�
・家庭生ごみ分別収集堆肥化実験事業    281万円�
・保育園及び小中学校に生ごみ処理機   4,467万円�
　を設置�
・飯田子どもの森公園の運営 　　　 　  3,425万円�
・図書館及び児童館等の土曜日開館   　  855万円�
・よむとすinいいだ（ブックスタートなど） 150万円�
・春草作品鑑賞補助教材の刊行     　　　 210万円�

■問合せ　財政課　内線2231



359億3000万円�

国民健康
保　　険�

一般会計　359億3,000万円　　特別会計　469億3,432万円�

産業振興と福祉を充実させた�
安心して暮らせるまちづくり予算�安心して暮らせるまちづくり予算�

市税　　　128億4,164万円�
　　　　　　　35.7％�

地方交付税　89億2,000万円�
　　　　　　　　　24.8％�

歳入�歳入�
国庫支出金 24億　288万円�
   6.7％�

市債  20億8,710万円�
   5.8％�

県支出金 15億1,199万円�
   4.2％�

繰入金  13億　262万円�
   3.6％�

分担金及び負担金　11億6,366万円�
   3.2％�

地方消費税交付金 10億円�
   2.8％�

その他　20億3,578万円�
　　　　・使用料及び手数料　5億  247万円�
　　　　・地方特例交付税 4億7,000万円�
　　　　・地方譲与税  4億3,000万円�
　　　　・その他  6億3,331万円�
             　　　　　　　　　　5.8％�

諸収入 　　　 26億6,433万円�
   7.4％�

　当初予算の概要をお知らせします。�
　平成14年度の予算は、一般会計が６.７％減、
特別会計が３.７％減となりました。昭和39年
以降で最大の減少率となりますが、理由は、
一つに大型の建設事業のピークが過ぎたこと。
二つに、市税収入をはじめとした歳入の見通
しが厳しいこと。三つとして、国・県の制度
改正が不透明で、慎重に予算を編成したこと
が挙げられます。�

　長引く景気の低迷により、市税収入が非常
に厳しい見通しですが、ソフト事業を中心に
産業振興と福祉を充実し、防災対策など安心
して暮らせるまちづくりに重点を置きました。�
　また、平成記念かざこし子どもの森公園、
身体障害者デイサービスセンター、ふれあい
の郷松ぼっくり、天竜川総合学習館などが完
成し、施設の有効的な利活用により豊かな生
活づくりに取り組みます。�

各会計予算�

67億2,939

359億3,000
14億　 539

12億7,100

60億7,400

2億3,327

1,402

121億8,314

26億6,200

469億3,432

828億6,432

193

102億 393
50億4,940
1,785

1億9,800

2,300

8億6,800

事業勘定�

一般会計�

老人保健�
介護保険�
地方卸売市場事業�

天竜川治水対策事業�

農業集落排水事業�

下水道事業�

介護老人保健施設事業�

上郷地区有線放送事業�

病院事業�

水道事業�

特別会計の計�

合　　　　計�

駐車場事業�

墓地事業�

簡易水道事業�

直診勘定�特
　
別
　
会
　
計�

特
　
別
　
会
　
計�

保険給付費、�
老人保健拠出金、�
介護納付金�

盛土事業、面整備事業、
治水資料館�

上久堅中央、更生太田、�
米川芋平�

飯田処理区、�
川路処理区、竜丘特環�

医療機器整備、駐車場ゲート�

創設第7期事業、�
上水道安全対策、川路簡水�

予算額� 増減� おもな内容�会計名� 予算額� 増減� おもな内容�会計名�

△6.7

1.6

0.0
△0.2
8.2
3.6

233.6

13.3

△10.4

万円�
万円�

％�

△59.5

△7.3

△40.7

△2.6

△7.7

△3.7

△5.0

11.3

3.7

％�

医療給付費�

保険給付費�

桐林聖地、�
西部霊園�

米川、法山、�
上久堅簡易水道�



　3月3日、飯田文化会館で開催しまし

た。高校生から70才代までの幅広い

年齢層の方10人が意見を交わすフリ

ートーキング、作家落合恵子さんの講

演会など、さまざまな催しに約1,200人

が参加。日々の地域活動実践例をそれ

ぞれが語る中で、誰もが喜びや生きが

いの持てる社会の実現に向け、生活を

見つめ直す機会となりました。�

　天竜川治水対策事業の一環として、

3月10日、天竜川右岸の川路・竜丘

地区で、桜の植樹祭を行いました。�

　両地区の小学校6年生と地元の皆

さんの約600人の手で、�日本さくらの

会より寄贈された300本の桜が、天竜

川沿い約2㎞に植えられました。�

　植えられた桜は、「天竜川右岸さくら

の会」や、子どもたちの手で育てられ、

数年後にはみごとな花を咲かせてくれる

でしょう。�

桜と共に立派に育て�

21世紀の私�
家族・地域のあり方�

桜並木植樹祭�

いま輝いて女と男�
と�ひ� と�ひ�

落合恵子さんの講演�



　3月23日開通式が行われました。�

　この道路はこれまでイタチ川によって

分断されてきた下久堅地区と龍江地区

を結ぶ幹線道路です。全体で約1.2㎞

の区間には2つの橋と、1つのトンネル

があります。開通式典は、真新しい白砂

トンネル前で行われ、イタチヶ沢大橋を3

家族三代夫婦を先頭に渡り初めが行わ

れました。��

　3月10日、飯田市公民館にて、生ごみ減量・リサイ

クルいいだ交流集会を開催。市民の方々から家庭で

取り組んでいる実践内容の発表もあり、生ごみへの関

心が深まる１日となりました。�

　3月9日、10日の2日間、ごんべえ邑で最後の講座を

受講し、第１期生18人が卒業を迎えました。�

　当日は卒業証書の授与の他、卒業レポートの発表、

記念講演などを行いました。�

南信州あぐり大学院卒業式�

食と農の大切さを学び�
生ごみ減量・リサイクル�

簡単な方法で堆肥化　�

ふるさと農道竜東中部地区開通�

農産物を運び地域を結ぶ�

しらすな�
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■問合せ　保健課　保健指導係　内線5514

性
感
染
症
と
は
、
性
行
為
に

よ
っ
て
う
つ
る
感
染
症
の
こ
と
で

す
。
性
感
染
症
を
起
こ
す
病
原

体
は
非
常
に
多
く
、
今
回
は
ク

ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
と
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。�

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
は
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア
ト
ラ
コ
マ
チ
ス
と
い
う
病

原
体
に
よ
る
性
感
染
症
で
、
世

界
中
で
最
も
多
い
性
感
染
症
で

す
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
ウ
ィ
ル
ス
よ

り
や
や
大
き
い
病
原
体
で
、
わ

が
国
の
生
殖
年
齢
の
婦
人
の
子

宮
頚
管
か
ら
ク
ラ
ミ
ジ
ア
が
分

離
さ
れ
る
頻
度
は
５
〜
１０
％
と

い
わ
れ
、
血
清
抗
体
か
ら
み
る

と
２０
％
前
後
の
婦
人
が
感
染
し

て
い
ま
す
。一
般
に
女
性
で
は
子

宮
頚
管
が
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
感
染

し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
骨
盤
内
感
染
症
、

肝
周
囲
炎
ま
で
発
病
す
る
と
、

激
し
い
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
不
妊
症
や
子
宮
外
妊
娠
の

原
因
と
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

妊
婦
が
感
染
し
て
い
る
と
、
分

娩
時
産
道
感
染
に
よ
っ
て
児
に

結
膜
炎
や
肺
炎
を
発
病
し
ま

す
。
治
療
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
対
し

て
感
受
性
の
あ
る
薬
剤
を
服
用

し
ま
す
。
性
感
染
症
な
の
で
パ

ー
ト
ナ
ー
と
同
時
に
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。�

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
は
、
ヒ
ト
に
イ
ボ
を
つ
く

る
ウ
ィ
ル
ス
で
、
そ
の
内
性
器
に

検
出
さ
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
約
４０
種

類
で
す
。
性
器
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
も
性

行
為
で
感
染
し
ま
す
。
尖
圭
コ

ロ
ジ
ー
マ
と
い
う
性
器
の
イ
ボ

は
、
６
型
と
１１
型
と
い
う
Ｈ
Ｐ

Ｖ
の
感
染
で
発
生
し
ま
す
が
、

そ
の
他
の
型
の
性
器
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ

は
、
イ
ボ
を
作
ら
な
い
で
無
症

候
性
に
性
器
に
感
染
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
特
に
、

１６
型
、
１８
型
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が

子
宮
頚
が
ん
を
起
こ
す
ウ
ィ
ル

ス
で
あ
る
こ
と
が
近
年
解
明
さ

れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
の

治
療
薬
は
未
だ
開
発
さ
れ
て
な

い
の
で
、
治
療
は
手
術
療
法
が
一

般
的
で
す
。
子
宮
頚
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、
年
に
一
度
の

子
宮
頚
が
ん
検
診
を
習
慣
化
し

ま
し
ょ
う
。�

市立病院  産婦人科�
山崎  輝 行  医師�

�
�
　今年も検診の時期がやってきました。�
　飯田市におけるがん死亡率は年々増加して
います。部位別の死亡数では、男女ともに大
腸がんが増加しています。便鮮血の検査は大
腸がんの発見に大きな効果があると認められ
ているので、ぜひ受診してください。また、
女性の気管及び肺、乳房のがんはやや増加の
傾向にあります。乳がんは自己検診ができる
ので、毎日行ってください。�
　生活習慣病やがんは、健診で異常がないか

どうか自分で知ることに意味があります。１
年に１度は検診を受けましょう。��

性
感
染
症
に
つ
い
て�

検診を受けましょう�

大腸がん・乳がんが増えています！�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

私の将来の夢�
市瀬真衣さん（龍江小６年）�

蒼生庵�

　「蒼生」とは、「青々と草木の繁っているところ、人民、万民」
という意味を持つ言葉です。建築設計の仲間が集まって、自
由に、気軽に、語り合う場として、「蒼生庵」を起こしました。
活動は良好な住宅環境の創造のために、歴史・文化・教育・行
政や趣味の世界など、様々な方面にわたっています。�
　主な活動の内容としては、木材耐久試験、「木の香りのする
家」を「室内汚染」としないための署名活動、伊那市「五十鈴

本社」と「信州林産
本社」見学、秩父市・
さいたま市へ「木造
住宅伝統工法」の現
場見学などです。発
足間もない会です
が、充実した活動を
目指して頑張って
います。�

― 連絡先　篠田尚幸  （52）6556

柿すだれの写真に魅せられて�

　昨年の５月あぐり大学院のパンフレ
ットを見、そこに掲載されていた千代
山中からみる山間と、柿すだれの写真
に魅せられて入学しました。以来、
６，８，９，１０月と今年３月まで５
回の講座がありました。�
　酪農体験で感じた牛の瞳は忘れられ
ません。夜学も一味違いました。なに
より、地の山野菜の食事は最高にうま
かった。北海道から九州までから来飯
された受講生や講師の方々と共に体験
した時間は、飯田の山里（特に千代）
のエネルギーと、ごんべい邑を中心と
した皆様の人情と生き様（生き方）を
いただき、充実していました。人の命
を守ることを使命とした農業、そこか
ら生産されたものが私達の口に入る食
物となるわけですが、それに対してあ�

まりにも受身でいた自分に気づきまし
た。飯田で行われている中学生の農業
体験も、このあぐり大学院もとても評
価が高い企画だということを外で聞き
ますが、飯田の方があまり体験されて
いないことは、惜しいと思います。皆
さんも食農の大切さと、飯田の山里の
素晴らしさを体験し、感じて下されば
嬉しいです。�

あぐり大学院卒業生　松澤　徹 さん�

そう せい あん�
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戦
傷
病
者
・
戦
没
者�

遺
族
の
援
護
相
談�

　
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
の

援
護
相
談
は
、
今
ま
で
月
１
回

の
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
４
月
よ
り
随
時
相
談

に
変
更
い
た
し
ま
す
。�

　
相
談
は
専
門
の
相
談
員
が
担

当
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
内
線
５
３
７
２
�

飯
田
市
動
物
園�

春
の
写
生
大
会�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン�

移
転
オ
ー
プ
ン�

▼
日
時
　
４
月
２１
日
a
�

※
雨
天
の
場
合
は
２８
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
飯
田
市
立
動
物
園
�

▼
対
象
　
保
育
園
・
幼
稚
園
児
、

　
小
・
中
学
生
�

▼
画
材
�

　
画
用
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、

　
マ
ッ
ト
水
彩
絵
の
具
な
ど
自

　
由
（
油
絵
は
除
く
）。
指
定
四

　
つ
切
り
画
用
紙
を
使
用
。�

○
指
定
画
用
紙
は
、
当
日
動
物

　
園
で
販
売
し
ま
す
。
１
枚
３０
円
�

▼
賞
　
特
選
３２
点
ほ
か
�

　
特
選
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
へ
出

　
品
参
加
し
ま
す
。�

▼
そ
の
他
�

　
作
品
に
は
学
校
名
、
学
年
、

　
氏
名
、
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
動
物
園
　

　
1（
２
２
）
０
４
１
６
�

　
知
的
障
害
者
の
親
の
会
「
飯

田
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が
、

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２
階
で
営
業

し
て
い
ま
し
た
喫
茶
店
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
が
３
月
か
ら
県
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
移

転
し
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。�

　
障
害
を
持
つ
方
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
ま
た
雇
用
の
場
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
営

業
し
て
い
ま
す
。
お
越
し
の
折
り

に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
�

　
内
線
５
３
１
１
�

犬
猫
の
火
葬
に
つ
い
て�

　
不
幸
に
し
て
愛
犬
や
愛
猫
が

亡
く
な
っ
て
、
埋
葬
す
る
場
所

が
な
い
場
合
は
、
飯
田
市
斎
苑

の
動
物
炉
で
火
葬
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

　
申
し
込
み
は
市
役
所
環
境
保

全
課
（
休
日
は
市
役
所
日
直
）

へ
直
接
出
向
い
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

▼
火
葬
日
　
申
し
込
み
の
翌
日

　
以
降
で
、
１
日
３
回
の
火
葬

　
の
う
ち
、
受
付
順
に
時
間
を

　
指
定
し
ま
す
。�

▼
持
ち
物
　
犬
の
場
合
は
鑑
札

　
か
注
射
済
み
票�

▼
料
金
　
犬
　
３
千
円�

　
　
　
　
猫
　
２
千
円�

　（
市
外
の
方
は
倍
額
）�

▼
そ
の
他
　
１５
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

　
超
え
る
犬
は
、
木
棺
に
入
れ

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
内
線
５
２
４
１�

■問合せ　教育委員会　スポーツ課　1（21）3001

　招待試合に合わせ、地元の小学生、中学生、高校生の交流試合も行い
ます。ご家族ご近所お誘い合って、ぜひご来場ください。�

　やまびこ国体を期にオープンした松尾総合運動場。ラグビー・サッカー・陸上競技の多目
的グラウンドとして市民の皆さんに愛され、今年度で25周年を迎えます。�
　市では、この節目の記念事業として、ラグビーとサッカーの招待試合を、競技団体と共催
で開催します。�

☆内　容�
　9:30～10:05　小学生交流試合�
10:15～11:00　中学生交流試合�
11:15～12:10　県高校選抜交流試合�
12:30～13:00　開会セレモニー�
13:00～14:30　筑波大学vs京都産業大学�

「筑波大学vs京都産業大学」4月28日(日) 松尾総合運動場�

☆入場料�
　○一般　前売り 1,000円　当日 1,500円�
　○高校生以下　無料�
☆プレイガイド�
　教育委員会、市役所本庁・りんご庁舎受付、�
　各支所、各公民館、平安堂�

※サッカーは、8月上旬を予定しています。 

ラグビー大学チームの招待試合�
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家
庭
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
、
読
書
の
喜
び
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。�

　
４
月
２３
日
、「
子
ど
も
読
書

の
日
」
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
読

書
週
間
で
は
、
図
書
館
や
分
館

で
、「
本
を
ひ
ら
け
ば
楽
し
い

世
界
〜
み
ん
な
で
創
ろ
う
子
ど

も
た
ち
と
読
書
の
し
あ
わ
せ
な

出
会
い
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
子
ど
も
読
書
の
日
・
お
話

会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

４
月
２３
日
は�

「
子
ど
も
読
書
の
日
」�

森
林
整
備
業
務
へ
の�

指
名
競
争
入
札
の
導
入�

　
飯
田
市
立
図
書
館
文
章
講
座

同
窓
会
で
は
、２０
周
年
を
記
念

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
４
月
２１
日
a
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
　
飯
田
市
公
民
館
�

▼
講
師
　
女
性
学
研
究
者
�

　
船
橋
邦
子
氏
�

▼
演
題
　
美
し
く
歳
を
重
ね
て

　
生
き
た
い
〜
１
０
４
歳
加
藤

　
シ
ズ
エ
の
人
生
に
学
ぶ
�

▼
入
場
料
　
３
０
０
円
�

　
チ
ケ
ッ
ト
は
中
央
・
上
郷
図

　
書
館
に
て
発
売
中
。�

▼
問
合
せ
　
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）２
５
５
１
�

　
森
林
施
業
に
係
わ
る
業
務
の

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
森

林
整
備
事
業
の
一
部
に
指
名
競

争
入
札
を
導
入
し
ま
す
。�

　
平
成
１４
年
度
に
つ
い
て
は
、

「
松
く
い
虫
防
除
」
お
よ
び
「
市

有
林
の
間
伐
」
を
対
象
と
す
る

予
定
で
す
。
指
名
の
条
件
な
ど
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
林
務
課
�

　
内
線
３
５
３
１
�

文
章
講
座�

２０
周
年
記
念
講
演
会�

▼
対
象
者
�

○
身
体
障
害
者
手
帳
�

　
１
級
〜
３
級
の
方
�

○
療
育
手
帳
�

　
Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ｂ
１
の
方
�

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
�

　
１
級
の
方（
新
規
）�

※
身
障
手
帳
３
級
の
外
部
障
害

　
者
は
、前
年
所
得
税
が
非
課

　
税
で
あ
る
こ
と
。�

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

　
減
免
手
続
き
を
し
て
あ
る
人

　
は
該
当
し
ま
せ
ん
。�

▼
使
用
可
能
区
域
�

　
飯
田
・
下
伊
那
地
区
内
�

▼
使
用
可
能
期
間
　
平
成
１４
年

　
４
月
〜
平
成
１５
年
３
月
末
日
�

▼
助
成
内
容（
昨
年
度
と
変
更
）�

　
５
百
円
券
を
年
間
３５
枚
。　

　
１
回
の
乗
車
に
つ
き
３
枚
ま

　
で
利
用
可
能
で
す
。�

　
た
だ
し
利
用
券
は
お
つ
り
が

　
出
ま
せ
ん
の
で
５
百
円
未
満

　
の
金
額
は
現
金
で
お
支
払
い

　
く
だ
さ
い
。�

　（
昨
年
度
は
基
本
料
金
券
３０
枚
）�

▼
申
込
方
法
　
身
障
・
療
育
・
精

　
神
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持

　
ち
の
う
え
、福
祉
課
障
害
福

　
祉
係（
り
ん
ご
庁
舎
）ま
た
は

　
市
役
所
各
支
所
に
て
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
福
祉
課
　
内
線
５
３
１
４
�

障
害
者
タ
ク
シ
ー�

利
用
券
交
付�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

4月 1日b◆ 8日b�
　◆15日b◆22日b�
◆30日c　　　　　�

22-0416

　会社や官公庁などに長期間お勤めの後退職され
た方で、次の条件にすべて当てはまる方は、医療費
の自己負担分が軽減されます。�
■条件�

　①飯田市の国民健康保険に加入していること�

　②70歳未満であること（ただし、重度の障害があっ

　　て「老人保健」の認定を受けている方は除く）�

　③厚生年金、共済年金などの公的年金の「老齢年金」

　　「退職年金」を受給（受給権が発生）していること�

　④③の年金に20年以上又は、40歳以降10年以上

　　加入していること�
■軽減内容（医療機関の窓口で支払う自己負担額）�
　・退職者本人  3割→2割 （外来・入院とも）�
　・扶養家族　  3割→2割 （入院のみ）に軽減。�

■手続きの方法�

　○場所　市役所保健課または各支所�
　○持ち物　・国民健康保険証（うす紫色）�
　　・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
　　  年金加入月数が確認できるもの）�
　　・年金証書がない場合は、年金裁定通知書�
　　・退職者本人又は扶養家族で、福祉医療を受け
　　 ているときはその受給者証�
■問合せ　保健課　国保係　内線５５２３�

このマークが入っています。�

※該当者へは、図の保険証（黄色）をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認してください。�

ご存知ですか 退職者医療制度�ご存知ですか 退職者医療制度�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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健
康
い
い
だ
２１��

策
定
委
員
会
委
員�

　
市
で
は
自
分
た
ち
の
健
康
づ

く
り
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
そ

れ
を
社
会
全
体
で
支
援
で
き
る

よ
う
、「
健
康
い
い
だ
２１
」（
仮

称
）
の
計
画
策
定
を
す
る
た
め
、

委
員
会
を
作
り
ま
す
。�

　
そ
れ
に
伴
い
、
計
画
を
よ
り

地
域
に
根
ざ
し
た
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
委
員
の
公
募
を
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
飯
田
市
在
住
の
方
�

▼
申
込
方
法
�

　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　
職
業
を
記
入
の
上
策
定
に
臨

　
ん
で
の
自
分
の
考
え
や
、
健

　
康
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
を
、

　
Ａ
４
用
紙
１
ペ
ー
ジ
以
内
に

　
ま
と
め
た
も
の
を
保
健
課
ま

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
４
月
２２
日
b（
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
可
、
郵
送
の
場
合
は
当

　
日
消
印
有
効
）�

▼
そ
の
他
　
応
募
者
が
多
数
の

　
場
合
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
や
年

　
齢
・
性
別
の
バ
ラ
ン
ス
に
一

　
定
の
配
慮
を
し
て
選
考
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
保
健
課
　
健

　
康
推
進
係
　
内
線
５
５
１
１
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
３
）
８
８
６
７
�

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー�

参
加
者
・
受
入
農
家�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー�

養
成
講
座（
2
級
課
程
）�

　「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
い

い
だ
」
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
。�

　
農
業
に
関
心
を
持
ち
本
気
で

農
業
を
し
て
み
た
い
人
た
ち
が
、

忙
し
い
時
期
の
農
家
の
お
手
伝

い
を
行
う
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
食
と
農
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
る

は
ず
で
す
。
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
お
手
伝
い
を
希
望
す
る
農
家

の
方
も
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
程
�

　
５
月
３
日
f
〜
６
日
b
�

　（
他
の
日
程
も
随
時
受
付
中
）�

▼
申
込
期
限
　
４
月
１９
日
f
�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
�

　
内
線
３
５
１
５
�

▼
対
象
者
　
飯
田
下
伊
那
地
域

　
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
６０
歳

　
ま
で
の
方
で
、
全
課
程
を
必

　
ず
受
講
で
き
、
長
期
間
ヘ
ル

　
パ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
方
。�

▼
募
集
人
員
　
２０
人
�

　
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽

　
選
と
な
り
ま
す
。�

▼
受
講
料
�

　
三
万
五
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
）�

▼
研
修
場
所
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
お
よ
び
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
取
得
資
格
�

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

　
修
了
証
書
を
交
付
�

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
書
は
、
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

　
田
、
市
役
所
本
庁
、
り
ん
ご

　
庁
舎
、
各
支
所
、
町
村
社
協

　
に
用
意
。�

▼
申
込
締
切
�

　
４
月
１９
日
f
　
午
後
５
時
�

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
�

▼
受
講
の
可
否
�

　
応
募
者
全
員
に
別
途
通
知
�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４
�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
地
域
福
祉
係
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
０
�

ホームヘルパー養成講座（2級課程）日程�

開講式、オリエンテーション�
福祉理念とケアサービスの意義�
サービス提供の基本視点�

6月 4日（火）�

開 催 日� 時　　間� 内　　　　　容�

6月 6日（木）�

6月11日（火）�

6月13日（木）�

6月18日（火）�

6月20日（木）�

6月25日（火）�

6月27日（木）�

7月 2日（火）�

7月 4日（木）�

7月 9日（火）�

7月11日（木）�

7月16日（火）�

7月18日（木）�

7月19日（金）�

7月23日（火）�

7月25日（木）�

7月30日（火）�

8月 1日（木）�

8月28日（水）�

8月29日（木）�

7月31日（水）�

老人福祉の制度とサービス�
障害者（児）福祉制度とサービス�

家事援助の方法、相談援助とケア計画の方法�

ホームヘルプサービス概論�
ホームヘルプサービスの職業倫理�
高齢者・障害者の心理�
高齢者・障害者等の家庭の理解�
在宅看護の基礎知識�
住宅・福祉用具に関する知識�

救急法（7/19と分かれて実施）�

救急法（7/18と分かれて実施）�

模擬同行訪問�

介護技術講習（食事の介護）�
介護技術講習（排泄・尿失禁の介護）�

介護技術講習（寝具の整え方・体位・じょくそう）�
介護技術講習（入浴介助）�

介護技術講習（衣類の着脱）�
介護技術講習（身体の清潔）�

介護技術講習（寝具・車椅子へのトランスファ、車椅子での移動）�
介護技術講習（肢体不自由者の歩行）�
介護技術講習（視覚障害者の介護）�
介護技術講習（緊急時の対応・腰痛予防・介護者の健康管理）�

医学の基礎知識、閉講式（修了証授与）、懇親会�

・介護施設実習（16時間）�
・デイサービスセンター見学（8時間）�
・ホームヘルパーとの同行訪問（4時間）�
※一人当たりの実習時間をこの期間内に実施�

介護概論、介護事例検討�

リハビリテーション医療の基礎知識�
障害・疾病の理解1
レクリエーション体験学習�
障害・疾病の理解2

ケア計画の作成と記録、報告の技術�

家事援助の方法（高齢者の食生活）�
共感的理解と基本的態度の形成�

〜
�

9:00～16:30

9:00～16:00

9:00～15:00

9:00～16:00

9:00～17:00

10:00～17:00

10:00～17:00

10:00～16:00

10:00～17:00

9:00～17:00

8:45～17:15

8:45～17:15

10:00～16:00

10:00～16:00

9:00～17:00

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

13:00～17:00

8:30～17:15

9:00～12:00
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広
報� 三

遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

　
こ
の
講
座
は
、
地
域
で
生
活

す
る
聴
覚
障
害
者
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
「
手
話
奉
仕
員
」
を

養
成
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
手
話
の
学
習
経
験
が
な
い
方

　
で
全
課
程
受
講
で
き
る
方
。�

　（
学
習
経
験
が
６
ヵ
月
以
内

　
の
方
も
受
講
可
能
）�

▼
日
時
�

　
５
月
１６
日
〜
来
年
２
月
�

　
毎
週
木
曜
日
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
と
�

　
毎
月
第
３
日
曜
日
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

　
の
中
で
８０
時
間
�

▼
会
場
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
�

▼
定
員
　
２０
人
�

▼
内
容
�

　
手
話
奉
仕
員
入
門
課
程
カ
リ

　
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
講
座
�

▼
受
講
料
　
５
、
０
０
５
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
）�

▼
申
込
期
間
�

　
４
月
２５
日
e
〜
５
月
６
日
b
�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

　
経
験
の
有
無
（
詳
し
く
）、
受

　
講
動
機
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
受
講
の
可
否
　
後
日
連
絡
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
実
行

　
委
員
会
事
務
局
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
２
）
５
８
０
７
�

※
聴
覚
障
害
者
宅
で
す
の
で
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
受
付
と
な
り
ま
す
。�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座�

�
4月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税�
（4月分）�

4月30日(火)

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

◆田原町観光協会（田原町役場商工課内）　10531(23)3516�
◆鳳来町観光協会　105363（2）0022　◆形原観光協会（蒲郡市）　10533（57）0660

■問合せ■問合せ�■問合せ�

た
は
ら�

あ
じ
さ
い
祭
り
は
、
6
月

1
日
か
ら
6
月
30
日
（
期

間
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ま
で
、「
形
原
温
泉
・
あ
じ
さ

い
の
里
」
で
開
催
。
5
万
株

を
超
え
る
色
と
り
ど
り
の
あ

じ
さ
い
が
楽
し
め
ま
す
。
毎

年
好
評
の
「
日
本
の
ア
ジ
サ

イ
展
」
も
行
わ
れ
、
百
種
類

余
り
の
あ
じ
さ
い
を
展
示
。�

ま
た
、
日
没
か
ら
午
後
6

時
30
分
ま
で
、
会
場
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
一
段
と
魅

力
的
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。�

か
た
は
ら�

5
月
5
日（
祝
）鳳
来
町
長
篠
城

址
で
、
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
す
。�

「
長
篠
の
戦
い
」で
戦
死
し
た
将

士
た
ち
の
霊
を
慰
め
る
「
定
紋
入

り
の
ぼ
り
」
約
2
千
本
が
立
ち
並

ぶ
な
か
、合
戦
行
列
、火
縄
銃
実
演
、

長
篠
陣
太
鼓
、
野
点
茶

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

と
く
に「
雷
筒
」「
大
筒
」

と
呼
ば
れ
る
火
縄
銃
は

必
見
！
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。�

じ
ょ
う�

じ
ょ
う
も
ん�

か
み
な
り
づ
つ�

お
お�

子
ど
も
の
立
身
出
世
を
願
い
、

色
と
り
ど
り
の
武
者
絵
が
描
か
れ

た
凧
を
空
高
く
揚
げ
る「
初
凧
」。『
ギ

ャ
ン
ギ
ャ
ン
』
と
、
う
な
り
の
音
も

勇
ま
し
く
互
い
の
糸
を
切
り
合
う

「
け
ん
か
凧
」
。
伝
統
あ
る
「
田
原
凧

ま
つ
り
」
は
毎
年
5
月
の
第
4
土
・

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
土
曜
日
に

は
「
初
凧
祈
願
祭
」
と
「
凧
づ
く
り

教
室
」
、
日
曜
日
に
は
「
け
ん
か
凧

合
戦
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
揚
げ
手
の

動
き
に
合
わ
せ
自
由
自
在
に
動
く

け
ん
か
凧
は
一
見
の
価
値
あ
り
。�

あ
な
た
も
田
原
凧
の
素
晴
ら
し

さ
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

は
つ
だ
こ�

づ
つ�

な
が
し
の�

　平成13年8月7日に行った、桐林クリーンセンターの排気ガスに含ま

れるダイオキシン類の濃度測定結果について報告します。�

※TEQ(毒性等量)とは、最も毒性が強い2,3,7,8-T4CCDというダイオキシンを基準に換算　 
　したものです。�
※単位のng(ナノグラム)とは「10億分の１グラム」を表します。�

（前年度14ng、法規制値80ng）�

■問合せ　南信州広域連合飯田環境センター　1（22）4066

前年度に比較して、大きく減少しています。�
減少した理由には、�
1. 市民の皆さんのごみ分別が徹底されてきたこと。�
2. 活性炭入り消石灰による吸着。�
3. ごみの攪拌技術の向上。�
4. 集じん機の温度管理技術の向上。�
　 が挙げられます。�

今後ともごみ分別の徹底にご協力をお願いします。�

桐林クリーンセンターの�

ダイオキシン類調査結果を報告します�

し�
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女
性
の
た
め
の
相
談�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほ う 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�
婦人相談員
の専門相談�
法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特 別 �

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�
４月５日（金）�
４月１９日（金）�
１３：３０～１５：３０�

４月１２日（金）�
１３:００～１７:００�
４月８日（月）�
４月１８日（木）�
４月２８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月９日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

４月９日（火）�
１３:３０～１６:００�

５月２１日（火）�
１０：００～１５:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
４月１０日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

税務課�
内線５１４１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画課�４月１６日（火）�

１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談は本
人の相談を原則
とします。写真１
枚必要です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

飯田福祉事務所�

市 役 所 本 庁 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �

1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�

専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

飯田高羽合同庁舎�
執務開始のお知らせ�

　5月、国の機関（下記の4官署）が、高羽町に

移転いたします。�

　詳細は、それぞれの官署にお問い合せくだ

さい。（電話番号は変わりません）�

飯 田 税 務 署 �

飯田労働基準監督署�

長野統計情報事務所飯田出張所�

飯 田 測 候 所 �

3階�

4階�

4階�

1階�
2階�

5月13日�

5月20日�

5月20日�

5月27日�

22-1165�

22-2635�

22-0154�

22-0008

入 居 官 署 � 使用階�執務開始日�電話番号�

　交通安全“あなたが主役”をスローガンに、交通事故のな

い、安全で快適な住み良い郷土を築くため、飯田市交通安

全市民大会を開催します。�

　ご家族ご近所お誘い合わせのうえ、ご参加ください。�

☆内　容�
　第1部　交通安全宣言�

　第2部　飯田市交通安全会連合会女性部による寸劇�

　　　　　「安全地区の交通安全教室」�

■問合せ　交通防災課　1（22）4511　内線2435

至名古屋� 中央道西宮線� 至伊那�

至桜町�至切石�

飯田高羽合同庁舎�

飯田駅�
●シルクホテル�

●ユニー�

●東中�

●中部公衆医学研究所�

信毎●� ●飯田市武道館�
　●社会保険事務所�

G.S●�

飯田文化会館●�

飯田市交通安全市民大会�飯田市交通安全市民大会�飯田市交通安全市民大会�
日　時●4月20日（土）　午後2時～3時30分�

場　所●鼎文化センター�
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平成14年度市税等納期の一覧�

市

県

民

税

�

軽

自

動

車

税

�

固

定

資

産

税

�

国
民
健
康
保
険
税�

介

護

保

険

料

�

上
下
水
道
料�

Ａ地区�Ｂ地区�

【上下水道の検針地区】�

納　　期　　限�

税金・料金は納期限までに納めましょう� ■納税課　内線5151

Ａ地区�

B地区�

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

4月30日（火）�

5月31日（金）�

7月 1日（月）�

7月31日（水）�

9月 2日（月）�

9月30日（月）�

10月31日（木）�

12月 2日（月）�

12月26日（木）�

1月31日（金）�

2月28日（金）�

3月31日（月）�

�

1期�

�

2期�

�

�

�

�

3期�

�

4期�

�

1期�

�

4月分�

5月分�

6月分�

7月分�

8月分�

9月分�

10月分�

11月分�

12月分�

1月分�

2月分�

3月分�

　　　　4月分�

5月分�

6月分�

7月分�

8月分�

9月分�

10月分�

11月分�

12月分�

1月分�

2月分�

3月分�

�

4月�

�

6月�

�

8月�

�

10月�

�

12月�

�

2月�

3月�

�

5月�

�

7月�

�

9月�

�

11月�

�

1月�

�

�

�

1期�

�

2期�

�

3期�

�

�

4期�

月検針分� 月検針分�

旧市・座光寺・下久堅（知久平を
除く）・上久堅・千代・龍江・伊豆
木・山本（久米を除く）・沢城�

松尾・知久平・竜丘・川路・立石・
下瀬・久米・伊賀良・鼎・上郷�

税
金
・
料
金�納

　
期
　
月�

手続きは預金通帳、通帳の登録印、納付通知書を持って金融機関又は、納税課窓口で。�
◆申込書には納付通知書の納付義務者を正確に記入してください。�
・国民健康保険税は世帯主のお名前で（世帯主の方に課税するため）�
・固定資産税の名義は正確に（共有名義は外◯名、他◯名を忘れずに記入）�
・代納者がいる場合は、代納者でなく納税義務者で記入。�
◆口座振替は依頼書を提出していただいた月の翌月から開始となります。�
・申し込んでいただいた月は現金で納めてください。�
◆口座振替にしている方も次の場合は再度手続きをしてください。�
・固定資産の名義を変えたとき。�
・国民健康保険税で世帯主が変わったとき。�
・引落口座の名義を変えたとき。�
◆口座振替が不要の場合は解約手続きをしてください。�
・現在税金などの納付義務がなくても、将来、税金などが発生すると口座振替が復活します。�
トラブル発生の原因となりますので不要な場合には解約手続きを。�

口座振替のおすすめとお願い�

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
か
ら�

※
12
月
の
納
期
限
は
通
常
月
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�



子
ど
も
の
頃
の�

思
い
出�

生
き
る
力
と
は�

子
ど
も
の
頃
の�

思
い
出�

　
自
分
の
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
、

皆
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
何
が
思

い
浮
か
び
ま
す
か
？�

　
日
の
暮
れ
る
ま
で
友
達
と
遊

ん
だ
な
ぁ
、
い
た
ず
ら
を
し
て

よ
く
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
怒
ら

れ
た
な
ぁ
、
家
の
手
伝
い
を
よ

く
や
っ
た
な
ぁ
。
な
ど
な
ど
懐

か
し
い
思
い
出
が
、
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、

家
庭
や
地
域
の
子
育
て
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
は
学
校
、
大
人
は
仕

事
と
い
う
傾
向
が
強
ま
り
、
家

庭
や
地
域
が
子
ど
も
と
ゆ
っ
く

り
接
す
る
機
会
が
大
変
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
例
え
ば
「
地
域
の
子
ど
も
の

名
前
を
10
人
言
え
ま
す
か
」
と

尋
ね
ら
れ
た
ら
、ほ
と
ん
ど
の
人

が
答
え
ら
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。�

　
完
全
学
校
週
5
日
制
は
、
家

庭
の
子
育
て
を
地
域
社
会
が
支

援
し
、
親
や
地
域
の
人
た
ち
が

子
ど
も
と
共
に
過
ご
す
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
な
ね
ら
い

で
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
、
た
く
ま
し
く
創

造
的
な
子
ど
も
「
生
き
る
力
」

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

○
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自

　
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体

　
的
に
判
断
し
、行
動
し
、よ
り
よ

　
く
問
題
を
解
決
す
る
能
力
。�

○
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と

　
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る

　
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
豊
か

　
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
く
生

　
き
る
た
め
の
健
康
と
体
力
。�

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
「
人
間
と
し

て
生
き
る
力
」
を
い
か
に
身
に

つ
け
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。�

　
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
と
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

家
庭
と
地
域
が

家
庭
と
地
域
が�

一
体
と
な
っ
て

一
体
と
な
っ
て�

家
庭
と
地
域
が�

一
体
と
な
っ
て�

生
き
る
力
と
は�

27％�

12％�

13％�

11％�

11％�

8％�

8％�

4％�

3％�3％�

スポーツや�
趣味の活動�

地区の行事�
体験活動�
サークル活動�

友達との遊び、交流�

家で体を休める�
ゆっくり過ごす�

家での勉強�

家族との�
ふれあい�

お手伝い�
きまりよい生活�

部活動�

その他�読書�

小学生、中学生を持つ�
保護者の回答（621件）�

生涯学習課調査結果（平成13年7月）�



　
市
で
は
、
子
ど
も
や
親
子
で

参
加
で
き
る
様
々
な
活
動
や
催

し
の
開
催
、
情
報
の
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。�

○
様
々
な
体
験
活
動
や
子
育
て

　
学
習
な
ど
の
機
会
を
提
供
し

　
ま
す
。�

・
「
ア
ル
プ
ス
塾
」
を
始
め
各
地

　
区
の
公
民
館
な
ど
で
行
う
活

　
動
、
催
し
、
講
座
、
学
習
会
。�

・
「
わ
ん
ぱ
く
冒
険
隊
」
「
子
ど

　
も
美
術
学
校
」
「
自
然
観
察

　
教
室
」「
親
子
で
学
ぶ
自
然
と

　
の
共
生
講
座
」
な
ど
の
活
動
。�

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
・

　
人
形
劇
・
音
楽
・
演
劇
・
美

　
術
・
自
然
・
読
書
な
ど
の
活

　
動
や
催
し
。�

○
地
域
で
の
体
験
活
動
や
子
ど

　
も
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。�

・「
子
ど
も
地
域
活
動
促
進
事
業
」

　
に
よ
る
支
援
。�

○
子
育
て
、
体
験
活
動
や
催
し

　
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
紙
を

　
発
行
し
ま
す
。�

・
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

　
園
な
ど
を
通
し
て
ご
家
庭
へ

　
配
布
。�

○
図
書
分
館
の
土
曜
日
の
開
館

　
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。�

・
各
地
区
の
図
書
分
館
を
土
曜
日

　
は
午
前
10
時
か
ら
開
館
。�

○
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

　
と
を
進
め
ま
す
。�

・
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
」
育
成
の
推
進
。�

○
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
、

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
は
午

　
前
9
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

市
で
は
こ
ん
な

市
で
は
こ
ん
な�

取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す

取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す�

市
で
は
こ
ん
な�

取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す�

○
学
校
教
育
、
教
育
相
談
な
ど�

　
学
校
教
育
課�

　
1
（
5
3
）
4
5
4
5
�

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、�

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
な
ど�

　
ス
ポ
ー
ツ
課�

　
1
（
5
3
）
4
5
4
5
�

○
青
少
年
健
全
育
成
、社
会
教
育
な
ど�

　
生
涯
学
習
課�

　
1
（
5
3
）
4
5
4
5
�

○
児
童
館
、児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど�

　
社
会
福
祉
協
議
会�

　
1
（
5
3
）
3
0
4
0
�

○
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
�

　
児
童
課
�

　
1
（
2
2
）
4
5
6
2

○
公
民
館
活
動
、地
域
活
動
な
ど�

　
飯
田
市
公
民
館�

　
1
（
2
2
）
1
1
3
2
�

○
美
術
、
自
然
、�

　
歴
史
文
化
な
ど�

　
飯
田
市
美
術
博
物
館�

　
1
（
2
2
）
8
1
1
8
�

○
読
書
、
読
み
聞
か
せ
な
ど�

　
飯
田
市
立
中
央
図
書
館�

　
1
（
2
2
）
0
7
0
6�

○
人
形
劇
、
音
楽
、
演
劇
な
ど�

　
飯
田
文
化
会
館�

　
1
（
2
3
）
3
5
5
2

文部科学省では、完全学校週五日制のねらいを�
1．家庭、地域社会、学校が連携して子どもたちの個性を伸ばし、豊かな人間性を育成する。�
2．ゆとりと特色ある教育課程を編成し、個性を生かす学校教育を展開する。�
3．基本的な生活習慣の定着や豊かな心の育成など、家庭の教育力の充実に努める。�
4．自然体験、社会体験、ボランティア体験などの機会を一層充実させ、子どもたちの健全
　　育成を図る。�
　　こととして、子どもたちの「生きる力を育む」としています。�

問
合
せ

問
合
せ�

問
合
せ�

家庭・地域社会・学校が共に力を合わせて�
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親子で学ぶ自然との共生講座へのお誘い�

　「うさぎおいしかのやま　こぶなつりしかのかわ」�

　ふるさとの自然は、いつの時代にも私たちの心に焼き付いています。�

　飯田市教育委員会では、完全学校週5日制の実施を機に、親子でふるさ

との自然を学び・体験する講座（第1期）を開催します。�

　この講座は、自然と「ひと」が良い関係を保つことの意味を�

参加者全員で考えていくことを目的としています。�

　多くの方のご参加をお待ちしております。�

第１回�

第２回�

第３回�

第４回�

第５回�

第６回�

おはなし『雑木林ってどうなっているの？』�
　　　　　4月20日（土）　13：30～15：30　場所●飯田市美術博物館　　�

野外活動『芽吹きの里山を歩こう（里山ってどんなところ？）』�
　　　　　5月11日（土）　9：00～15：30　 場所●川路・三穂地区�

野外活動『カブトムシは見つかるかな（樹液に集まる昆虫を探そう）』�
　　　　　7月20日（土）　9：00～12：00　 場所●天竜川総合学習館・野外�

野外活動『伊那谷の野草を知ろう！』�
　　　　　9月28日（土）　9：30～13：30　 場所●天竜川総合学習館・野外�

野外活動『落ち葉かきって知ってる？（下刈りと落ち葉掻き）』�
　　　　　11月16日（土）10：30～14：30　 場所●天竜川総合学習館・野外�

おはなし『1年のまとめ』�
　　　　　1月下旬～2月上旬　　未定　　 場所●天竜川総合学習館�

※講師は、伊那谷自然友の会、飯田市美術博物館学芸専門員などの皆さんです。�

1人450円（全6回の保険料です）第1回の講座で集金いたします。�
その他講座で係る経費については、実費をご負担いただきます。�

中学生以下の子どもとその保護者（親子でなくとも構いません）・一般�
小学3年以上の子どもにおすすめします。�

40人（先着）�
受付に際しては、子どもといっしょに参加される方を優先させていただきます。�

受講を希望される方は、4月18日（木）までに、飯田市教育委員会生涯学習課

（電話53-4545・FAX23-8996）までお申し込みください。�

【内容】�

費　　用�

対　　象�

定　　員�

申込・問合せ�
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卓

球�

バ
ス
ケ
ッ
ト�

ラ
グ
ビ
ー�

柔
　
道�

空
手�

剣
道
教
室
・
ク
ラ
ブ�

�

スポーツ教室-1スポーツ教室-1スポーツ教室-1 スポーツ教室-2スポーツ教室-2スポーツ教室-2
スポーツ教室名� 開催日� 会　場� 対象者�

バレーボール教室�

　　卓球教室鼎校�

　　卓球教室上郷校�

　　ミニバスケットボール教室飯田�

　　ミニバスケットボール教室上郷�

　　ミニバスケットボール教室座光寺�

　　ミニバスケットボール教室下久堅�

　　ミニバスケットボール教室山本�

　　ミニバスケットボール教室伊賀良�

飯田市少年サッカースクール

　　飯田少年ラグビースクール�

　　上郷ラグビースクール�

　　竜丘ラグビースクール�

　　伊賀良ラグビースクール�

　　上郷柔道スポーツ少年団�

　　座光寺柔道スポーツ少年団

　　飯田武道館柔道スポーツ少年団

　　慈恩館剣道教室�

　　丸山少年剣道教室�

　　羽場剣道教室�

　　座光寺剣道クラブ�

　　上郷剣道クラブ�

　　鼎剣道部�

　　伊賀良剣道クラブ�

　　山本剣道クラブ�

　　松尾剣道クラブ�

　　竜丘剣道クラブ�

　　川路剣道クラブ�

　　三穂剣道クラブ�

　　龍江少年剣道クラブ�

　　千代少年剣道クラブ�

　　鼎空手クラブ�

　　上郷地区空手スポーツ少年団

毎週木・土曜日�

4月～3月毎週木曜日�

毎週月・火・木・土・日曜日�

毎週2回�

毎週2回�

毎週日・水曜日

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週日曜日�

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週日曜日�

毎週火・金曜日�

毎週土曜日�

毎週火・木曜日�

毎週火・木・土曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週月・土曜日�

毎週火・土曜日

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週火曜日�

毎週木曜日�

上郷小体育館�

鼎体育館卓球場�

上郷体育館卓球場�

鼎体育館�

上郷小体育館�

座光寺小体育館�

下久堅小体育館�

山本小体育館�

伊賀良小体育館�

三日市場G・座光寺G�

飯田市総合運動場�

上郷小校庭�

竜丘小校庭�

伊賀良小校庭�

上郷柔剣道場�

座光寺麻績会館�

飯田武道館�

飯田市武道館�

丸山公民館�

羽場公民館�

座光寺小体・麻績の館�

上郷体育館�

鼎武道館�

伊賀良小体育館�

山本小体育館�

松尾小体育館

竜丘小体育館�

川路小体育館�

三穂小体育館�

龍江小体育館�

千代・千栄小体育館�

鼎武道館�

上郷小体育館�

小学生�

小・中・高・一般�

小4以上・中学生�

小学生（3年以上）�

小学生�

小学生（3年以上）�

小学3年以上女子�

小学生（3年以上）�

小学3年以上女子�

小学生（3年以上）�

小・中学生�

小・中学生�

小学生�

小学生�

保・小・中・高・一般�

保・小・中・高・一般�

保・小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中・一般�

小・中学生�

小・中・一般�

小・中学生�

小・中・一般�

小・中・一般�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中学生�

小・中学生�

小・中・一般�

小・中学生�

小・中学生�

小・中・高・一般�

小・中学生�

スポーツ教室名� 開催日� 会　場� 対象者�

開催日� 会　場� 対象者�

下久堅空手クラブ�

山本空手クラブ�

糸東会�

空手第2三穂�

武道空手飯田少年クラブ�

アーチェリー教室�

初心者テニス教室�

飯田弓道教室�

合気道教室�

　　慈恩館居合道部�

　　慈恩館杖道部�

　　第1回研修ゴルフ�

　　第2回研修ゴルフ�

　　第3回研修ゴルフ�

　　�

�

柔道地区講習会�

陸上競技技術講習会�

アーチェリー初心者講習会�

　　太極拳市民講習会�

　　陣式太極拳講習会�

　　孫式陽式太極拳講習会�

毎週水曜日�

毎週金曜日�

第2・4土、毎日曜日�

毎週木曜日�

�

�

�

�

毎週水・木・土・日曜日�

毎週水・金曜日�

毎週日曜日�

4月11日d�

6月�

7月�

�

�

�

3月22日g�

5・7・9月第2日曜日�

6月・10月・3月�

8月・2月�

8月25日a・12月�

上久堅小新体育館�

山本小体育館�

�

三穂小体育館�

�

飯田市アーチェリー場�

天竜峡テニスコート�

市営弓道場�

市武道館・上郷柔剣道場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田カントリー倶楽部�

未定�

未定�

�

�

飯田市武道館�

松尾総合運動場

飯田市アーチェリー場�

飯田市武道館他�

切石体育館�

切石体育館�

小・中学生�

小・中・高校�

小・中・高校�

小・中学生�

�

中・高校・一般�

小・中・高・一般�

初心者�

中・高校・一般�

高校・一般�

高校・一般�

会員・一般�

会員・一般�

会員・一般�

�

�

小・中・高・一般

小・中・高・一般

中・高校・一般

小・中・高・一般

一般�

一般�

教育委員会スポーツ課�
（財）飯田市体育協会�
　 （53）4545

問合せ�保存版�

略称を表す内容は以下のとおりです●小＝小学生 ●中＝中学生 ●高＝高校生 ●一般＝小中高学生以外の一般社会人 ●三日市場弓道場＝三日市場運動公園 
●県　営弓道場・飯田市鼎アーチェリー場＝飯田市鼎弓道場 ●「飯田市武道館」・「飯田市弓道場」の所在地は「飯田市宮の前」 ●TC＝テニスコート ●MG＝マレットゴルフ場�

通年開催事業�通年開催事業�通年開催事業�

太
極
拳�

剣
道�

ゴ
ル
フ�

空
　
　
　
　
手�

4月～11月�
毎月第2日曜日�

上郷体育館または
柔道場�

6月16・23・30日�
7月7・14・21日�

4月21日・9月15日・�
11月17日�

5月中旬～7月下
旬、毎週火・金曜日�

講　　習　　会�

平成14年度�平成14年度�

飯田市スポーツカレンダー�飯田市スポーツカレンダー�

●ふれあい健康ネットワーク�
●ふるさとウォーキング�
　丘の上、橋南、東野、松尾、下久堅、龍江、

　竜丘、三穂、山本、鼎、上郷�

●ニュースポーツ講習会�
●体力測定会�

スポーツ大会は22・23ページ�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

スポーツ大会-3スポーツ大会-3スポーツ大会-3 スポーツ大会-4スポーツ大会-4スポーツ大会-4
大　　会　　名� 開催日� 会　場� 対象者�

秋季飯田市民テニス大会�

秋季南信テニス大会�

冬季飯田テニス大会�

家庭婦人バレーボール�

第33回全国家庭婦人バレーボール大会飯伊予選会�

若葉杯ママさんバレーボール大会�

飯伊家庭婦人バレーボール連盟リーグ戦（前期）�

マイパールカップ南信地区予選�

飯伊家庭婦人バレーボール連盟リーグ戦（後期）�

飯伊家庭婦人バレーボール連盟リーグ戦入替戦�

飯伊家庭婦人バレーボール連盟よつば大会�

飯伊家庭婦人バレーボール新春大会�

ゲートボール�

第1回支部親睦大会�

第4回県社会人2部大会�

第9回中日旗争奪大会�

第17回県選手権大会�

第30回信毎旗争奪大会�

第18回県選抜大会�

第10回中日旗争奪大会�

第3回高齢者親善大会�

支部大会�

第31回信毎旗争奪大会�

第2回支部親睦大会�

第18回北信越選手権大会�

野球�

第52回東海5県軟式野球県大会�

第53回全国官公庁軟式野球大会飯田大会�

第46回高松宮賜杯全日本軟式野球大会（1部・2部）�

第57回国体一般B飯田大会�

第57回天皇賜杯全日本軟式野球大会飯田大会�

第25回東日本軟式野球（1部・2部）飯田大会�

第21回県学童軟式野球選手権秋季大会�

第52回東海5県軟式野球飯田大会�

太極拳�

飯田武術太極拳フェスティバル�

マレットゴルフ�

第1回マレットゴルフ大会（5月大会）�

第2回マレットゴルフ大会（7月大会）�

第3回マレットゴルフ大会（8月大会）�

第4回マレットゴルフ大会（9月大会）�

9月29日a�

11月4日b�

1月26日a�

�

5月12日a�

5月26日a�

7月21日a�

8月25日a�

10月13日a（予定）�

11月3日-�

11月3日-�

1月26日a�

�

4月10日d�

5月8日d�

5月22日d�

6月12日d�

6月26日d�

7月16日d�

8月6日d�

9月4日d�

9月13日f�

10月9日d�

10月25日f�

11月6日d�

�

4月14日a�

5月12日a�

4月28日a�

6月2日a・9日a�

7月7日a�

9月1日a・8日a

9月28日g・29日a

10月6日a�

�

6月23日a�

�

5月3日f�

7月7日a�

8月10日g�

9月7日a

天竜峡、矢高�

押洞、天竜峡、矢高�

天竜峡テニスコート�

�

鼎体育館�

鼎、切石体育館�

緑中、上郷体育館�

緑中、切石、上郷体育館

鼎、上郷体育館

鼎体育館�

鼎体育館他�

鼎体育館�

�

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド

城下グラウンド�

城下グラウンド�

城下グラウンド

城下グラウンド�

�

今宮球場�

今宮球場�

押洞運動場�

押洞2日・今宮9日�

今宮球場�

押洞1日・今宮8日�

県営野球場�

今宮球場�

�

飯田市武道館�

�

松尾八幡山MG場�

座光寺MG�

親水公園MG�

妙琴公園MG

一般�

協会員�

協会員�

�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

登録チーム�

�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

一般・会員�

�

会員�

会員�

会員�

会員�

会員�

会員�

�

会員�

�

小・中・高・一般�

�

会員�

会員�

会員�

会員�

大　　会　　名� 開催日� 会　場� 対象者�

行　事　名� 開催日� 会場等� 所管�

9月29日a�

11月17日a�

1月7日c�

�

6月16日a�

11月17日a�

2月16日a�

�

4月11日e�

4月11日e�

9月�

�

9月7日g・8日a�

8月3日g�

8月4日a�

8月4日a�

8月4日a�

8月4日a�

9月8日a�

10月13日a�

10月20日a�

10月20日a�

�

�

�

4月27日g～28日a

4月28日a�

4月28日a�

4月28日a�

4月29日-�

6月16日a�

6月20日e�

7月6日g�

8月12日b�

9月8日a�

9月28日g～29日a

10月14日-�

10月27日a�

11月16日g～17日a�

3月2日a

八幡山MG�

龍江今田平MG�

座光寺MG�

�

�

�

�

�

飯田カントリー倶楽部�

飯田カントリー倶楽部�

未定�

�

今宮・押洞・県営他�

今宮・押洞・三日市場�

鼎・緑中・鼎中体育館�

上郷体育館他�

飯田市武道館�

�

飯田市武道館�

座光寺MG�

松尾総合運動場�

矢高運動場�

�

�

�

りんご並木�

�

松尾総合運動場�

松本運動公園�

松尾総合運動場�

矢高運動場�

市営市民プール�

運動公園プール�

松尾総合運動場

矢高運動場�

今宮球場他�

市内�

松本運動公園他�

長野～飯田�

鼎体育館�

郡・市民�

会員�

一般�

�

一般�

一般�

一般�

�

一般女子�

一般シニア�

一般�

�

会員�

一般�

登録チーム�

小学生�

一般�

高・一般�

小・中学生�

一般�

小・中・高生�

会員�

�

�

�

スポーツ課�

生涯学習課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課�

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課�

風越山麓子供のも
り公園�

飯田市勤労者福
祉センター�

飯田市勤労者福
祉センター�

飯田市勤労者福
祉センター�

県営飯田弓道場�
（三日市場）�

第2回長野県レディース地区対抗
ゴルフ大会飯田下伊那地区予選会�

第2回長野県シニア市町村対抗ゴ
ルフ大会飯田市予選大会�

スポーツ課主要行事�

飯伊マレットゴルフ選手権大会

第5回マレットゴルフ大会（11月大会）�

新春マレットゴルフ大会�

ソシアルスポーツダンス�

第19回皐月地域ふれあいダンスパーティー�

第20回霜月地域ふれあいチャリティーダンスパーティー�

第21回如月地域ふれあい新春ダンスパーティー�

ゴルフ�

�

�

第3回飯田市地区対抗ゴルフ大会�

第21回中央沿線都市親善スポーツ大会�

早起き野球�

60歳以上ソフトボール�

家庭婦人バレーボール�

少年バレーボール�

剣道�

弓道�

柔道�

マレットゴルフ�

少年ラグビー�

アーチェリー�

�

�

�

歩け歩け全国大会第16回飯田やまびこマーチ�

子どもの森公園オープニングイベント�

松尾総合運動場開設25周年記念ラグビー招待試合�

長野県市町村対抗駅伝競走大会�

やまびこマーチせっかくウォーキング（竜丘）�

春季飯田市ペタンク大会�

市営市民プール開場（9月2日まで）�

運動公園アクアパークプール開場（9月1日まで）�

松尾総合運動場開設25周年記念サッカー招待試合�

秋季飯田市ペタンク大会�

第19回信州飯田60才以上ソフトボール大会�

第48回風越登山マラソン大会兼みんなで走ろう会�

県民さわやかスポーツ祭県大会�

長野県縦断駅伝大会�

飯田市トリムバレーボール大会�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

スポーツ大会-1スポーツ大会-1スポーツ大会-1 スポーツ大会-2スポーツ大会-2スポーツ大会-2
大　　会　　名� 開催日� 会　場� 対象者�

バレーボール�

飯伊総合6人制春季バレーボール大会�

飯伊総合9人制春季バレーボール大会�

�

�

飯伊総合9人制秋季バレーボール大会�

飯伊総合6人制秋季バレーボール大会�

�

ソフトテニス�

第105回郡市ABC大会�

少年少女国体2次南信予選�

県飯田大会�

飯伊地区クラブ対抗戦�

技術等級検定会�

第106回郡市ABC大会�

県高校1年生大会南信予選�

飯伊地区クラブ対抗戦�

卓球�

春季卓球選手権大会�

秋季卓球選手権大会�

グリンバット杯争奪卓球大会�

ニッタク杯争奪卓球大会�

市長杯争奪卓球大会�

会長杯争奪卓球大会�

バスケットボール�

飯伊中学校選手権大会�

飯伊高校選手権大会�

飯伊高校強化リーグ大会�

飯伊中学校新人大会�

長野県総合バスケットボール選手権大会�

県ママさんバスケットボール大会�

飯伊総合バスケットボール選手権大会�

県ミニバスケットボール交換大会（中南信）�

飯伊ミニバスケットボール選手権大会

飯伊ミニバケットボール交換大会�

サッカー�

飯伊夏季サッカーリーグ�

飯伊サッカー選手権大会�

飯伊冬季サッカーリーグ�

ラグビー�

飯伊ラグビースクール新人交流大会�

�

4月21日a�

5月12日a�

7月6日g～7日a�

9月15日a�

11月17a

12月1日a�

1月10日f～12日a�

�

�

5月19日a�

7月21日a�

8月 4日a�

8月25日a�

�

10月20日a�

11月 3日a�

�

4月14日a�

9月8日a�

11月10日a�

12月1日a�

2月16日a�

3月23日a�

�

4月28日a�

5月3日-�

8月8日e～9日f

9月1日a�

�

10月27日a�

�

2月16日a�

3月16日a�

3月9日a�

�

�

�

�

�

4月14日a

�

鼎体育館�

飯田市内�

飯田市内�

上郷体育館�

上郷体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

�

鼎体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

上郷体育館�

鼎体育館�

�

鼎体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

�

鼎、上郷体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

�

座光寺河川敷G�

座光寺河川敷G�

座光寺河川敷G�

�

松尾総合運動場�

�

一般�

一般�

�

�

一般�

一般�

�

�

中・高・一般�

高校�

高校・一般�

高校・一般

中・高・一般�

中・高・一般�

高校�

高校・一般�

�

小学生～一般�

小学生～一般�

小学生～一般�

小学生～一般�

小・中・高・一般�

高校・一般�

�

中学生�

高校生�

高校生�

中学生�

�

�

高校・一般�

�

小学生�

�

�

一般�

一般�

一般�

�

小学生�

大　　会　　名� 開催日� 会　場� 対象者�

飯伊社会人リーグ戦�

飯伊地区ラグビースクール交流大会�

飯伊地区ラグビースクール交流大会�

弓道�

第50回市民弓道大会�

第48回県下弓道大会�

第58回南信弓道大会�

柔道�

第3回飯田少年柔道大会�

剣道�

第78回飯伊地区春季剣道大会�

第79回飯伊地区秋季剣道大会�

山岳�

市民登山�

水泳�

�

�

飯伊学童泳力テスト�

第12回飯伊マスターズフェスティバル�

南信高等学校水泳競技大会新人戦�

第33回長野県秋季スイミングクラブ水泳競技大会�

平成14年度長野県春季室内選手権水泳競技大会�

バドミントン�

第40回飯伊選手権大会�

第22回中日杯争奪大会�

第19回体協会長杯争奪大会�

第24回市長杯争奪大会�

陸上�

陸上競技春季記録会�

長野県市町村対抗駅伝競走大会�

飯伊小中学生陸上大会�

飯伊陸上選手権大会�

南信高校新人大会�

陸上競技秋季記録会�

アーチェリー�

愛知学院大学対抗親善大会�

テニス（硬式）�

長野県テニス飯田大会�

春季飯田テニス大会�

春季飯田市民テニス大会�

秋季飯田テニス大会�

�

3月9日a�

3月23日a�

�

4月29日b�

10月13日a�

11月24日a�

�

2月16日a�

�

6月30日a�

10月20日a�

�

1月�

�

6月23日a�

7月7日a�

7月28日a�

8月25日a�

9月8日a�

11月17日a�

2月16日a�

�

5月12日a�

7月14日a�

10月20日a�

2月23日a�

�

4月13日a�

4月28日a�

6月2日a�

8月17日g・18日a�

9月6日f～8日a�

10月27日a�

�

6月中旬～7月上旬�

�

4月7日a�

4月29日b�

5月26日a�

9月15日a

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

�

県営弓道場�

県営弓道場�

県営弓道場�

�

飯田市武道館�

�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

�

未定�

�

アクアパークIIDA�

アクアパークIIDA�

アクアパークIIDA�

サンヒルズいいだ�

アクアパークIIDA�

ヘルシースタジアム60�

ヘルシースタジアム60�

�

松尾勤労者体育館�

松尾勤労者体育館�

松尾勤労者体育館�

松尾勤労者体育館�

�

松尾総合運動場�

松本陸上競技場周辺�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

�

未定�

�

天竜峡テニスコート�

押洞、天竜峡、矢高�

天竜峡、矢高�

押洞、天竜峡、矢高�

一般�

小学生�

中学生�

�

高・一般�

高・一般�

高・一般�

�

保・小・中学生�

�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

�

一般�

�

中学生�

中学生�

小学生�

一般�

高校生�

小～一般�

小～一般�

�

高・一般�

高・一般�

高・一般�

高・一般�

�

小・中・高・一般�

選手�

小・中学生�

小・中・高・一般�

高校生�

小・中・高・一般�

�

会員�

�

協会員�

協会員�

一般�

協会員�

国 民 体 育 大 会 少 年 の 部 �
長野県予選会南信地区予選会�

全日本総合9人制バレーボール
選 手 権 大 会 長 野 県 予 選 会 �

若さでアタック！春の高校バレー�
第34回全国高等学校選抜優勝大会南信地区予選会�

4月28日a
5月6日b

9月29日a�
10月13日a

9月16日b・�
22日a・23日b

鼎、上郷体育館�
（23日は鼎のみ）�

5月～10月毎日曜日�
（但し9/8抜かす）�
10月～12月�
毎日曜日�
�12月～3月毎日曜日�
（但し3/30抜かす）�

南信地区�
高校予選会�

南信地区�
高校予選会�

第41回長野県中学校総合体育大会�
夏季大会下伊那地区水泳競技大会�

第41回長野県中学校総合体育大会�
夏季大会南信地区水泳競技大会�

2月2日a・�
8日g・11日c

5月12日a・19日a�
・6月9日a



文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

せい� か� ご� さい�
みん� だい� じ� き� しょう� よう�

はく�

けい�とく�ちん�よう�

あい�いろ�じ�

ばん�

ご�さい�き�りん�ずい�じゅう�もん�りん�か�けい�ばん�

れき�あか� しょん�ずい�

こ�そめ�つけ� ご� す�あか�

え�え�

人形劇２１世紀会議特別公演�
�
�
�
4月20日　　開場17:30  開演18:00�
 飯田人形劇場�
�
観劇対象 中学生～大人�

チケット 前売　2,000円　当日　2,500円�
プレイガイド　飯田文化会館ほかで発売中�

白山社随身門�
（はくさんしゃずいしんもん）�

滝の沢6684　白山社�
飯田市指定文化財（建造物）�
総けやき造り、高さ11ｍ、奥行き４ｍ、間口７ｍの�
唐破風三間楼門造り。�
�

　陶磁器の国、中国では、明の時代（１３６８～１６６２）
に青花と呼ばれる、白磁に藍色の絵付けがされた磁器が焼か
れました。景徳鎮窯で造られた青花は、日本・西アジア・ヨ
ーロッパへと輸出され、絶大な人気をほこりました。また青
花と並んで、様々な色彩で絵付けした五彩と呼ばれる磁器
も、同時期に多数焼造され輸出されました。�
�  綿半野原コレクションの陶磁器より、「古染付」「呉州赤
絵」「萬暦赤絵」「祥瑞」など、個性あふれる明代磁器をご
紹介いたします。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

青花と五彩 明代磁器逍遥�
 ―綿半野原コレクション―�

展示期間�

6月6日　　 開場18:00  開演18:30�
飯田文化会館ホール�

ウィーン少年合唱団�
飯田公演�

ウィーン少年合唱団�
飯田公演�

ウィーン少年合唱団�
飯田公演�

4月3日（火）～5月21日（火）

五彩麒麟瑞獣文輪花形盤 萬暦赤絵
（16世紀後半～17世紀前半）�

※チケットについては、文化会館までお問い合せください。�

日本演出者協会の講師による、合宿形式の演劇ワークショップ�
期　間　5月3日　～6日　　場　所　飯田文化会館�
※申込方法等詳細については、別途お知らせします。�

演劇大学演出家養成セミナー2002IN飯田�


